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近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
人
と
シ
リ
ア
人

　
　
　
ー
エ
ジ
プ
ト
の
少
数
集
団
に
関
す
る
覚
書
－

は
じ
め
に
ー
少
数
集
団
は

　
　
　
　
の
ア
キ
レ
ス
腱

「
イ
ス
ラ
ム
社
会
論
」

　
本
稿
は
、
近
代
エ
ジ
プ
ト
の
ギ
リ
シ
ア
人
、
シ
リ
ア
人
を
そ
れ

ぞ
れ
扱
っ
た
次
の
二
つ
の
著
作
を
紹
介
し
、
そ
の
な
か
で
、
私
の

問
題
関
心
に
引
き
つ
け
た
形
で
、
エ
ジ
ブ
ト
の
少
数
集
団
に
ま
つ

わ
る
問
題
群
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
こ
で
紹
介
す

る
二
つ
の
著
作
と
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
キ
ト
ロ
エ
フ
『
エ
ジ

プ
ト
の
ギ
リ
シ
ア
人
　
一
九
一
九
－
一
九
三
七
年
』
（
＞
．
5
一
－

8
①
昇
§
雨
o
ミ
o
ぎ
ぎ
雲
朴
冨
冨
－
；
彗
－
』
o
o
§
§
s
ミ
ミ

完
⑯
魯
§
竃
δ
o
ぎ
§
窓
一
＞
↓
幕
ω
－
ω
肩
①
ω
g
↓
＆
δ
『
；
①

α
①
o
弓
8
①
o
－
U
．
勺
三
－
算
↓
す
Φ
⊂
目
～
①
易
言
｝
o
申
O
x
｝
o
『
P
－
㊤
o
o
ω
）

と
、
ト
ー
マ
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
『
エ
ジ
プ
ト
の
シ
リ
ア
人
　
一
七

加

藤

博

二
五
－
一
九
七
五
年
』
（
■
勺
三
－
冒
p
§
雨
ξ
ユ
§
o
｛
ミ
雲
“

－
s
㌣
冨
ぎ
一
望
ミ
清
ミ
朴
；
o
o
蜆
）
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
こ
で
「
近
代
」
と
は
、
便
宜
的
に
一
八
世
紀
後
半
か

ら
一
九
五
二
年
の
エ
ジ
プ
ト
革
命
の
前
、
両
大
戦
間
期
ま
で
の
時

代
を
指
す
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
表
題
に
お
い
て
「
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
」
と
い
う
言
葉
を
避
け
、
「
少
数
集
団
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

た
の
に
は
深
い
意
味
は
な
い
が
、
前
者
の
日
本
語
に
ま
つ
わ
る
政

治
的
含
意
を
嫌
っ
た
と
い
う
面
は
あ
る
。
以
下
、
こ
の
序
文
で
本

稿
で
の
私
の
問
題
関
心
を
明
ら
か
に
し
た
後
、
第
一
節
に
お
い
て
、

上
記
二
つ
の
著
作
の
内
容
の
骨
格
を
紹
介
し
、
次
い
で
第
二
節
に

お
い
て
、
こ
の
紹
介
を
踏
ま
え
つ
つ
、
私
の
問
題
関
心
か
ら
近
代

エ
ジ
プ
ト
の
少
数
集
団
に
ま
つ
わ
る
問
題
群
を
整
理
す
る
こ
と
と

す
る
。
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（113）近代エジプトにおけるギリシア人とシリア人

「
イ
ス
ラ
ム
社
会
論
」
は
両
刃
の
剣

　
さ
て
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
秩
序
原
理
を
説
明
す
る
理
論
と
し
て
、

「
イ
ス
ラ
ム
社
会
論
」
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
「
イ
ス
ラ
ム

社
会
論
」
と
は
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
を
、
言
語
、
宗
教
な
ど
価
値
観

や
生
活
様
式
を
異
に
す
る
多
様
な
人
間
集
団
の
混
住
す
る
社
会
と

規
定
し
た
う
え
で
、
イ
ス
ラ
ム
と
い
う
宗
教
の
な
か
に
、
こ
の
よ

う
な
混
住
す
る
多
く
の
人
間
集
団
を
結
び
つ
け
、
社
会
に
秩
序
を

も
た
ら
す
統
合
原
理
を
み
よ
う
と
す
る
理
論
の
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
お
よ
そ
一
〇
年
前
（
一
九
八
七
年
）
、
「
イ
ス

ラ
ム
社
会
論
」
と
題
す
る
短
い
エ
ソ
セ
イ
（
『
創
文
』
洲
号
）
で

こ
の
社
会
論
の
功
罪
を
論
じ
、
そ
の
な
か
で
、
わ
が
国
の
中
東
近

現
代
史
研
究
者
の
間
で
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
い
る
か
に
み
え
る
、

近
代
中
東
社
会
形
成
に
ま
つ
わ
る
立
論
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

　
従
来
の
学
説
が
、
近
代
中
東
社
会
の
形
成
に
と
も
な
う
て
多

発
し
た
政
治
・
社
会
間
題
の
原
因
に
つ
い
て
、
近
代
的
民
族
国

家
観
に
な
じ
ま
ぬ
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
前
近
代
的
な
モ
ザ
イ
ク
社

会
構
造
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
諸
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
か

か
る
社
会
構
造
上
の
伝
統
的
遺
制
を
払
拭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
立
論
は
、
そ
こ
に
み
ら

れ
る
原
因
と
結
果
を
逆
転
さ
せ
て
、
以
下
の
如
く
反
論
す
る
。

　
前
近
代
イ
ス
ラ
ム
社
会
が
モ
ザ
イ
ク
的
社
会
で
あ
っ
た
事
実

を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
中
東
に
あ

っ
て
は
最
も
合
理
的
な
社
会
構
造
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
り
、

そ
の
な
か
で
住
民
は
秩
序
立
っ
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
塑
言

す
れ
ぱ
、
前
近
代
イ
ス
ラ
ム
社
会
に
お
い
て
、
モ
ザ
イ
ク
的
社

会
構
造
は
住
民
の
意
識
お
よ
ぴ
統
治
機
構
の
な
か
に
埋
没
し
て

い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
社
会
構
造
上
の
特
徴
が
政
治
・
社
会

問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。

　
従
っ
て
、
事
態
は
全
く
逆
で
あ
り
、
近
代
以
降
相
次
い
で
発

生
し
た
政
治
・
社
会
問
題
こ
そ
が
、
そ
れ
ま
で
埋
没
し
て
い
た

イ
ス
ラ
ム
社
会
の
モ
ザ
イ
ク
的
構
造
を
、
住
民
な
ら
ぴ
に
国
家

権
力
者
の
間
に
先
鋭
化
さ
れ
た
形
で
意
識
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
近
代
以
降
に
お
け
る
政
治
・
社
会
問
題
の
発
生
原
因

と
い
え
ぱ
、
そ
れ
は
、
西
欧
列
強
が
、
植
民
地
拡
張
政
策
の
も

と
で
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
モ
ザ
イ
ク
的
棲
み
分
け
構
造
を
全
く

無
視
し
た
国
境
策
定
に
よ
う
て
、
現
在
の
よ
う
な
歴
史
的
根
拠

を
も
た
ぬ
人
為
的
民
族
国
家
群
の
形
成
を
強
要
し
た
こ
と
で
あ

う
た
。
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こ
の
立
論
は
実
に
巧
妙
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
に
み

ら
れ
る
の
は
、
実
体
概
念
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ム
社
会
論
を
分
析

概
念
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ム
社
会
論
に
よ
っ
て
否
定
す
る
こ
と
だ

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
論
の
有
用

性
と
と
も
に
、
そ
の
限
界
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
理
論
は
両
刃
の
剣
で
あ
っ
て
、
そ
れ

を
抽
象
化
さ
れ
た
理
論
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
分
析
概
念
と
し
て

利
用
す
る
時
に
は
、
現
状
を
分
析
し
、
批
判
す
る
強
力
な
武
器

と
な
り
う
る
が
、
そ
れ
を
具
体
的
な
実
体
概
念
と
み
な
し
て
、

現
実
の
歴
史
の
な
か
に
求
め
る
よ
う
力
時
に
は
、
歴
史
の
矛
盾

を
隠
蔽
し
、
現
状
の
現
象
面
を
徒
に
強
調
す
る
手
段
で
し
か
な

く
な
る
。
」
（
三
－
四
ぺ
ー
ジ
）

　
こ
こ
で
、
「
モ
ザ
イ
ク
的
社
会
」
と
は
、
先
に
指
摘
し
た
、
言

語
、
宗
教
な
ど
価
値
観
や
生
活
様
式
を
巽
に
す
る
多
様
な
人
間
集

団
の
混
住
す
る
社
会
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
多
様
な
人
問

集
団
そ
れ
ぞ
れ
は
、
通
常
、
政
治
の
変
遷
と
は
無
関
係
に
存
立
し
、

ま
た
相
互
に
連
帯
し
合
う
こ
と
の
な
い
孤
立
し
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
集

団
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
先
の
文
章
の
最
後
に
み
ら
れ
る
、
「
歴
史
の
矛

盾
を
隠
蔽
し
、
現
状
の
現
象
面
を
徒
に
強
調
す
る
」
と
は
、
具
体

的
に
は
、
「
モ
ザ
イ
ク
的
社
会
」
を
構
成
す
る
多
様
な
人
間
集
団

を
政
治
の
変
遷
と
結
び
つ
け
、
歴
史
的
に
把
握
す
る
の
で
は
な
く

集
団
メ
ン
バ
ー
が
共
有
す
る
価
値
観
と
、
各
集
団
の
閉
鎖
性
、
孤

立
性
を
強
調
し
、
そ
の
結
果
、
社
会
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
要

素
を
過
度
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
発
生
し
て
い
る
政

治
・
社
会
紛
争
を
、
人
問
集
団
問
の
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
」
と
み

る
こ
と
で
あ
る
。

少
数
集
団
研
究
は
「
イ
ス
ラ
ム
社
会
論
」
の
試
金
石

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ

ム
原
理
主
義
」
現
象
の
台
頭
が
著
し
い
。
そ
こ
で
、
現
在
の
わ
が

国
の
中
東
学
界
は
、
総
力
を
挙
げ
て
こ
の
現
象
を
理
解
す
べ
く
努

め
て
い
る
か
に
み
え
る
。
そ
の
な
か
で
、
「
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
」

現
象
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
テ
ロ
を
含
む
過
激
な
政
治

行
動
と
し
て
で
は
な
く
、
「
イ
ス
ラ
ム
の
覚
醒
」
「
イ
ス
ラ
ム
復

興
」
な
ど
の
用
語
に
よ
る
概
念
の
分
節
化
、
精
級
化
を
通
し
て
、

一
般
民
衆
の
草
の
根
的
な
社
会
運
動
を
含
む
、
広
範
な
イ
ス
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

回
帰
現
象
と
し
て
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
自
体
は
歓
迎
す
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
イ
ス
ラ
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（115）近代エジプトにおけるギリシァ人とシリァ人

ム
が
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
形
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
多
い

日
本
の
知
的
環
境
を
考
え
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
に
つ
い
て
、
そ
の
多

様
な
思
想
、
運
動
の
現
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に

イ
ス
ラ
ム
概
念
を
分
節
化
し
、
精
綴
化
す
る
こ
と
は
、
ぜ
ひ
と
も

必
要
な
研
究
作
業
で
あ
ろ
う
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
研
究
動
向
は
、
七
〇
年
代
ま
で
の
中
東

研
究
の
主
流
を
占
め
た
「
世
俗
主
義
的
」
民
族
主
義
史
観
に
対
す

る
ア
ン
チ
ニ
ア
ー
ゼ
を
意
味
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
民
族
主

義
史
観
に
立
つ
中
東
研
究
に
あ
っ
て
は
、
「
民
族
主
義
（
カ
ウ
ミ

ー
ヤ
）
」
「
国
民
主
義
（
ワ
タ
ニ
ー
ヤ
）
」
な
ど
の
用
語
に
よ
る
概

念
の
分
節
化
、
精
激
化
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
民
族
」
概
念
を
め
ぐ
っ

て
な
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
的
諸
思
潮
、
運
動
は
「
イ
ス
ラ
ム
主
義
」

の
名
の
下
に
一
括
さ
れ
、
そ
れ
も
「
民
族
主
義
」
に
従
属
し
、
せ

い
ぜ
い
そ
れ
を
色
づ
け
る
要
素
と
し
て
扱
わ
れ
る
傾
向
が
あ
ウ
た

こ
と
は
否
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
、
今
度
は
逆
に
、
イ
ス
ヲ
ム
以
外
の
思

想
、
運
動
に
対
す
る
単
純
化
、
ス
テ
レ
才
タ
イ
プ
化
が
生
じ
る
な

ら
ば
、
「
ミ
イ
ラ
捕
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
る
」
の
言
よ
ろ
し
く
、
自

ら
の
首
を
締
め
か
ね
な
い
。
つ
ま
り
、
イ
ス
ラ
ム
概
念
の
分
節
化
、

精
徴
化
そ
れ
自
体
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
、
も
し
そ
の

た
め
に
イ
ス
ラ
ム
観
念
が
肥
大
化
し
、
社
会
秩
序
、
政
治
行
動
の

決
定
的
説
明
原
理
と
み
な
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
社
会
に
お
け
る
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
役
割
が
過
大
に
評
価
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
先
に
指
摘

し
た
「
イ
ス
ラ
ム
社
会
論
」
の
否
定
的
側
面
を
助
長
さ
せ
か
ね
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
お
い
て
、
少
数
集
団
問
題
は
、
「
イ
ス
ラ
ム
社
会
論
」

の
理
論
と
し
て
の
有
効
性
が
試
さ
れ
る
試
金
石
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
こ
の
理
論
は
イ
ス
ラ
ム
を
社
会
秩
序
原
理
で
あ
る
と
主
張

す
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
圧
倒
的
多
数
派
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
社

■
会
に
お
い
て
、
現
実
に
少
数
集
団
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た

か
の
実
証
的
解
明
こ
そ
が
、
こ
の
理
論
の
現
実
妥
当
性
を
端
的
に

検
証
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
冒
頭
に
指
摘
し

た
二
つ
の
著
作
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
示
唆
す
る
と
こ
ろ
大
き
い
。

近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ァ
人
と
シ
リ
ア
人

ー
キ
ト
ロ
エ
フ
と
フ
ィ
リ
ヅ
ブ
の
著
作
紹
介
1

ギ
リ
シ
ア
人
、
シ
リ
ア
人
と
は

　
キ
ト
ロ
エ
フ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
著
作
は
、
そ
の
表
題
か
ら
判
断

す
る
限
り
、
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
と
「
シ
リ
ア
人
」
と
い
う
二
つ
の

異
な
る
エ
ス
ニ
ソ
ク
集
団
を
扱
っ
て
い
る
か
に
み
え
る
。
と
こ
ろ
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が
、
実
際
に
は
、
こ
の
二
つ
の
著
作
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
一

部
は
重
な
っ
て
い
る
人
間
集
団
な
の
で
あ
る
。

　
キ
ト
ロ
エ
フ
の
著
作
は
、
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
エ
ジ
プ
ト
で

景
大
の
外
国
人
少
数
集
団
（
申
◎
至
o
q
自
三
冒
葦
く
）
で
あ
っ
た
エ

ジ
プ
ト
在
住
の
ギ
リ
シ
ア
人
社
会
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
ギ
リ
シ
ア
人
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
を
話
す
（
ギ
リ
シ
ア
）
正

教
徒
（
9
①
呉
－
名
雷
巨
目
O
q
O
H
；
O
μ
具
）
を
指
す
。
同
じ
（
ギ

リ
シ
ア
）
正
教
徒
で
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
話
す
（
ギ
リ
シ
ア
）
正

教
徒
（
＞
冨
巨
o
・
名
竃
5
目
o
目
9
；
o
μ
實
）
と
は
区
別
さ
れ
る
。

彼
は
こ
の
集
団
を
ギ
リ
シ
ア
語
を
話
す
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
と

区
別
す
る
た
め
に
、
シ
リ
ア
人
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
（
男
ユ
彗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

9
ま
a
冥
）
と
呼
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
著
作
は
、
一
八
世
紀
か
ら
現

代
ま
で
の
エ
ジ
プ
ト
在
住
の
シ
リ
ア
人
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

シ
リ
ア
人
と
は
、
シ
リ
ア
地
方
　
　
歴
史
的
シ
リ
ア
、
つ
ま
り
現

在
の
、
南
部
ト
ル
コ
、
北
部
イ
ラ
ク
の
一
部
を
含
む
、
シ
リ
ア
、

レ
バ
ノ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
パ
レ
ス
チ
ナ
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
か
ら
な

る
肥
沃
な
三
日
月
地
帯
　
　
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
移
住
し
た
、
つ
ま

り
は
シ
リ
ア
出
身
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
の
ほ
か
、
ギ
リ
シ
ア
・
カ
ト
リ
ソ
ク
、
そ

し
て
マ
ロ
ン
派
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
イ

ス
ラ
ム
教
徒
も
シ
リ
ア
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
移
住
し
た
が
、
エ
ジ
プ

ト
の
少
数
集
団
を
テ
ー
マ
と
し
た
こ
の
著
作
で
は
、
彼
ら
シ
リ
ア

出
身
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
比
鮫
の
対
象
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と

は
あ
る
も
の
の
、
彼
ら
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

い
－
こ
の
事
実
自
体
が
、
シ
リ
ア
出
身
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
エ
ジ

プ
ト
に
お
い
て
自
身
の
社
会
を
形
成
せ
ず
、
通
常
、
一
世
代
の
う

ち
に
エ
ジ
プ
ト
社
会
に
同
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
大
き
な

意
味
を
も
つ
－
こ
と
も
あ
っ
て
、
直
接
の
考
察
の
対
象
か
ら
外

さ
れ
た
。

　
つ
ま
り
、
キ
ト
ロ
エ
フ
は
同
じ
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
で
も
、

シ
リ
ア
人
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
（
身
ユ
彗
O
『
亭
o
α
冥
）
、
つ

ま
り
ア
ラ
ビ
ア
語
を
話
す
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
を
分
析
の
対
象

か
ら
外
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
シ
リ
ア
人
（
ギ
リ
シ
ア
）
正

教
徒
こ
そ
が
、
フ
ィ
リ
ヅ
プ
の
著
作
に
お
い
て
主
た
る
分
析
対
象

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
人
間
集
団
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
キ
ト
ロ
エ
フ
は
、
こ
の
シ
リ
ア
人
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教

徒
を
土
着
の
（
す
昌
鷺
昌
畠
）
と
い
う
形
容
詞
を
冠
し
て
言
及

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ィ
リ
’
ツ
プ
は
、
シ
リ
ア
人
（
ギ

リ
シ
ア
）
正
教
徒
を
含
む
シ
リ
ア
人
集
団
を
、
し
ば
し
ば
移
民
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（
婁
o
旨
ω
）
集
団
と
表
現
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
二
人
の
研
究
者
は
、
同
じ
人
間
集
団
を
一
方
は
研
究

の
対
象
か
ら
外
し
、
他
方
は
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
同
じ
人
問
集
団
を
正
反
対
の
意
味
を
も
つ
呼
称
で
言
及

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
は
、
エ
ジ
プ

ト
社
会
に
お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
事
情
の
複
雑
さ
と
と
も
に
、
二

人
の
研
究
者
の
専
攻
と
研
究
対
象
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
の
違
い
で

あ
る
。

　
キ
ト
ロ
エ
フ
に
と
う
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
話
す
（
ギ
リ
シ
ア
）

正
教
徒
は
、
研
究
対
象
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
語
を
話
す
（
ギ
リ
シ

ア
）
正
教
徒
が
エ
ジ
プ
ト
に
と
っ
て
「
外
国
人
の
」
（
申
O
『
①
釘
目
）

集
団
で
あ
る
こ
と
の
対
照
と
し
て
、
「
土
着
の
」
（
ぎ
皇
①
q
昌
O
冨
）

集
団
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
長
く
住
み
つ
い
た

（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
と
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
研
究
対
象
と
し
た
シ

リ
ア
か
ら
移
住
し
て
間
も
な
い
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
と
の
間
に

区
別
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
キ
ト
ロ
エ
フ
が
ギ
リ
シ
ア

史
を
専
門
と
す
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
は
な
く
、
ア

ラ
ビ
ア
語
を
話
す
限
り
、
そ
の
人
間
集
団
は
「
土
着
の
」
集
団
な

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ィ
リ
ツ
プ
は
、
ア
ラ
ビ
ァ
語
を
話
す
（
ギ

リ
シ
ア
）
正
教
徒
に
つ
い
て
、
エ
ジ
プ
ト
に
長
く
住
み
つ
い
た

（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
と
シ
リ
ア
か
ら
移
住
し
て
間
も
な
い
（
ギ

リ
シ
ア
）
正
教
徒
と
の
間
に
区
別
を
設
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

彼
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
人
間
集
団
を
「
移
民
の
」
（
異
O
旨
ω
）

集
団
と
呼
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
こ
の

区
別
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
シ
リ
ア
史
を
専
門
と

す
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
と
っ
て
、
研
究
対
象
は
故
郷
シ
リ
ア
か
ら
異

国
の
地
エ
ジ
プ
ト
ヘ
移
住
し
た
集
団
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
の

「
シ
リ
ア
人
」
と
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
話
す
シ
リ
ア
出
身
者
を
意

味
す
る
。
そ
の
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
に
長
く
住
み
つ
い
た
（
ギ
リ
シ

ア
）
正
教
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
シ
リ
ア
か
ら
エ
ジ
プ
ト
ヘ
移

住
し
た
者
で
も
、
そ
の
数
は
と
も
か
く
、
存
在
し
た
に
違
い
な
い

ギ
リ
シ
ア
語
を
話
す
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
は
、
そ
も
そ
も
問
題

設
定
の
時
点
か
ら
、
彼
の
関
心
の
外
に
あ
っ
た
。

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
「
土
着
の
」
（
ま
9
0
q
彗
O
畠
）
と
い
う
呼
称

で
あ
れ
、
「
移
民
の
」
（
異
O
旨
ω
）
と
い
う
呼
称
で
あ
れ
、
こ
の

よ
う
な
呼
称
が
研
究
対
象
に
使
わ
れ
た
の
は
、
そ
れ
を
使
っ
た
キ

ト
ロ
エ
フ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
と
も
に
エ
ジ
プ
ト
史
を
専
攻
す
る
研

究
者
で
は
な
く
、
研
究
対
象
の
住
む
エ
ジ
プ
ト
を
「
外
国
」
と
認

識
し
た
・
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
社
会
に
お
け
る
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（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
と
い
う
人
間
集
団
は
、
言
語
、
あ
る
い
は

出
身
地
を
基
準
に
ず
た
ず
た
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

少
数
集
団
研
究
に
お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ア
プ
0
－
チ
の
功
罪

　
も
ち
ろ
ん
、
か
く
述
べ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
私
は
な
に
も
、
キ

ト
ロ
ェ
フ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
「
外
国
史
」
研
究
者
に
よ
る
エ
ジ
プ

ト
社
会
に
お
け
る
少
数
集
団
へ
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ア
プ
ロ
ー
チ

を
あ
げ
つ
ら
っ
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
と
は
逆
に
、

本
稿
で
こ
の
二
人
の
研
究
者
の
業
績
を
紹
介
し
よ
う
と
努
め
る
の

も
、
両
者
が
少
数
集
団
研
究
に
お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ア
プ
ロ

ー
チ
に
批
判
的
立
場
を
取
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

き
わ
め
て
逆
説
的
な
が
ら
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
同
じ
人
間
集
団

に
言
及
し
な
が
ら
、
異
な
る
呼
称
を
使
う
こ
の
二
人
の
研
究
者
の

業
績
に
深
い
輿
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。

　
少
数
集
団
研
究
に
お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
明

確
に
批
判
し
て
い
る
の
は
、
キ
ト
ロ
エ
フ
で
あ
る
。
彼
は
、
エ
ジ

プ
ト
在
住
の
ギ
リ
シ
ア
人
を
エ
ス
ニ
ッ
ク
少
数
集
団
（
①
；
邑
o

ヨ
ぎ
o
『
蔓
窪
）
と
規
定
す
る
こ
と
は
認
め
る
。
し
か
し
、
超
歴
史

的
な
「
ギ
リ
シ
ア
性
」
が
存
在
す
る
と
い
う
、
ギ
リ
シ
ア
中
心
史

観
（
．
罵
目
彗
O
－
0
9
蟹
O
．
君
肩
8
9
）
を
極
力
避
け
、
ギ
リ
シ

ア
人
共
同
体
を
エ
ジ
プ
ト
社
会
の
一
部
と
し
て
考
察
す
べ
き
こ
と

を
強
調
す
る
。
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
意
識
は
超
歴
史
的
に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
く
、
歴
史
過
程
の
な
か
で
形
成
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
．
ア
プ
ロ

ー
チ
を
批
判
す
る
に
、
キ
ト
ロ
エ
フ
ほ
ど
急
で
は
な
い
。
し
か
し
、

彼
は
、
研
究
対
象
を
宗
教
少
数
集
団
（
邑
宮
o
；
ま
昌
『
三
霧
）

と
定
義
し
つ
つ
も
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形

成
す
る
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
が
ど
の
程
度
ま
で
居
住
社
会
に
統
合

さ
れ
て
い
る
か
が
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
こ
の
統
合
度
を
決
定
す

る
の
は
、
居
住
社
会
の
法
的
、
文
化
的
、
政
治
的
、
経
済
的
環
境

で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　
か
く
て
、
キ
ト
ロ
ェ
フ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
研
究
は
、
前
者
が
マ

ル
ク
ス
主
義
的
階
級
史
観
に
引
か
れ
、
後
者
は
「
イ
ス
ラ
ム
社
会

論
」
を
強
く
意
識
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
理
論
枠
と
分
析
視

角
に
多
少
の
違
い
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
問
題
関
心
と
問
題
設
定

に
お
い
て
多
く
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
二
つ
の
研
究
を
、

個
々
別
々
に
で
は
な
く
、
と
も
に
関
連
づ
け
合
い
な
が
ら
ま
と
め

て
紹
介
し
て
も
、
両
者
の
論
点
、
結
論
を
歪
め
て
し
ま
う
よ
う
に

は
思
わ
れ
な
い
。
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一
八
世
紀
に
お
け
る
シ
リ
ア
人
の
移
民

　
一
七
三
〇
年
か
ら
八
○
年
に
か
け
て
、
シ
リ
ア
か
ら
エ
ジ
プ
ト

ヘ
の
移
民
の
波
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
数
は
お
よ
そ
四
千
人
、
ほ
と

ん
ど
が
ギ
リ
シ
ア
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
。
こ
の
移
民
の

波
は
、
一
七
二
四
年
の
シ
リ
ア
で
の
ギ
リ
シ
ア
・
カ
ト
リ
ソ
ク
と

い
う
宗
派
の
成
立
と
深
く
係
わ
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ヴ
ァ
チ
カ

ン
主
導
の
教
会
統
一
運
動
に
呼
応
し
、
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
会
の

分
派
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
の
新
宗
派
は
、
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教

徒
と
敵
対
す
る
な
か
で
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
を
後
押
し
す
る
フ
ラ
ン
ス

と
の
提
携
を
強
化
し
、
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
側
に
つ
い
た
オ
ス

マ
ン
政
府
と
対
立
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
活
動
の
場
を
シ
リ
ア
内
陸
部
か
ら
地
中
海

沿
岸
都
市
部
へ
と
変
え
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
に
お
け
る

シ
リ
ア
の
政
治
・
経
済
変
動
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
政
治
的
に
は

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
弱
体
化
で
あ
り
、
経
済
的
に
は
レ
バ
ン
ト
貿
易

の
復
活
で
あ
る
。
か
く
て
、
ギ
リ
シ
ア
・
カ
ト
リ
ッ
ク
集
団
は
宗

教
集
団
（
邑
魯
o
冨
8
昌
昌
…
津
く
）
と
し
て
よ
り
は
商
人
集
団

（
8
ヨ
昌
①
冒
邑
o
5
窃
）
と
し
て
台
頭
し
、
そ
の
活
動
の
延
長
線

上
に
エ
ジ
プ
ト
ヘ
の
移
住
が
あ
っ
た
。
彼
ら
の
移
住
先
は
、
ナ
イ

ル
を
基
幹
水
路
と
し
た
当
時
の
交
易
ル
ー
ト
上
に
あ
る
、

ダ
ミ
エ
ッ
タ
、
そ
し
て
ロ
ゼ
ヅ
タ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
、

カ
イ
ロ

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
時
代
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
人

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
時
代
（
一
八
〇
五
－

四
八
年
）
に
は
、
シ
リ
ア
か
ら
エ
ジ
プ
ト
ヘ
の
移
住
は
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
代
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
個
人
に

権
力
が
集
中
さ
れ
、
国
内
経
済
の
振
興
と
ヨ
i
ロ
ソ
パ
と
の
貿
易

の
拡
大
が
計
ら
れ
た
が
、
そ
の
な
か
で
、
技
術
の
提
供
者
、
ヨ
ー

ロ
ソ
パ
商
人
と
の
仲
介
者
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
は
、
ギ
リ
シ
ア

人
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
ト
ル
コ
語
ー
ム
ハ
ン

マ
ド
・
ア
リ
ー
は
ア
ラ
ビ
ア
語
を
喋
ら
な
か
う
た
－
を
話
す
こ

と
が
で
き
、
東
地
中
海
地
域
の
情
報
ー
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー

は
マ
ケ
ド
ニ
ア
地
方
の
都
市
カ
ヴ
ァ
ラ
に
生
ま
れ
、
若
い
頃
、
タ

バ
コ
商
人
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

1
に
詳
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
当
時
、
こ
の
二
つ
の
人
間
集
団
の
エ
ジ
プ
ト
ヘ
の

移
住
の
波
が
み
ら
れ
た
。
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
顔
と
し

て
改
築
、
整
備
さ
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
を
拠
点
と
し
、
エ
ジ

プ
ト
の
綿
花
経
済
に
食
い
込
み
、
そ
の
発
展
と
と
も
に
エ
ジ
プ
ト
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社
会
で
の
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
リ
ア
人
集
団
は
権
力
中
枢
と
関
係
を
も
つ

た
め
の
縁
故
を
欠
い
て
い
た
。
も
う
と
も
、
こ
の
時
代
、
一
八
世

紀
中
に
シ
リ
ア
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
移
住
し
た
ギ
リ
シ
ア
・
カ
ト
リ

ッ
ク
集
団
は
、
国
政
の
近
代
化
の
過
程
で
、
非
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

宗
教
・
宗
派
集
団
に
法
的
内
部
自
治
を
与
え
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

方
針
に
準
じ
て
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
に
よ
ウ
て
自
治
を
も
つ
法
共
同

体
と
し
て
正
式
に
認
可
さ
れ
た
。

一
九
世
紀
中
葉
か
ら
第
一
次
夫
戦
ま
で
の
シ
リ
ア
人
移
住

　
そ
の
後
も
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
人
と
ア
ル
メ
ニ
ア

人
の
集
団
は
拡
大
を
続
け
た
が
、
こ
の
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
第
一

次
大
戦
ま
で
の
時
代
に
は
、
シ
リ
ア
か
ら
エ
ジ
ブ
ト
ヘ
の
移
住
の

波
も
み
ら
れ
た
。
そ
の
数
は
お
よ
そ
三
万
五
千
人
。
依
然
と
し
て

ギ
リ
シ
ア
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
多
数
を
占
め
た
が
、
マ
ロ
ン
派

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
も
エ
ジ
プ
ト
に
大
き
な

社
会
を
作
っ
た
。
今
回
は
、
先
の
移
住
と
は
異
な
り
、
エ
ジ
プ
ト

で
の
雇
用
機
会
を
求
め
て
の
移
住
で
あ
う
た
。
つ
ま
り
、
当
時
急

速
に
形
成
さ
れ
た
高
学
歴
層
は
シ
リ
ア
で
は
有
望
な
雇
用
機
会
を

み
つ
け
ら
れ
ず
、
将
来
の
成
功
を
経
済
の
繁
栄
す
る
エ
ジ
プ
ト
に

求
め
た
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
同
じ
高
学
歴
層
の
移
民
で
も
、
知
識
人
と
商
業
プ

ル
ジ
目
ア
ジ
ー
と
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
の
行
動
パ
タ
ー
ン
は
全
く

異
な
っ
た
。
彼
ら
の
受
け
た
教
育
と
経
済
に
対
す
る
利
潤
動
機
が

異
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
知
識
人
の
場
合
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
介
し

た
エ
ジ
プ
ト
社
会
へ
の
同
化
指
向
が
強
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
彼

ら
の
エ
ジ
プ
ト
社
会
で
の
役
割
は
、
第
一
次
大
戦
ま
で
に
エ
ジ
プ

ト
知
識
人
階
層
が
形
成
さ
れ
、
シ
リ
ア
知
識
人
た
ち
と
対
抗
関
係

に
立
つ
よ
う
に
な
る
と
、
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
場
合
、
エ
ジ
プ
ト
社
会
へ
の
同
化
の
試

み
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
自
ら
を
自
立
的
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
少
数

集
団
と
規
定
し
、
エ
ジ
プ
ト
の
他
の
外
国
人
集
団
と
経
済
的
、
文

化
的
絆
を
強
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
彼
ら
の
経
済
的
成
功
を
約
束
す

る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
彼
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
少
数
集
団
へ
の
忠
誠

心
は
決
し
て
宗
教
的
な
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
当
時
、

集
団
メ
ン
バ
ー
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
決
定
的
な
影
響
力

を
も
っ
た
の
は
、
メ
ン
バ
ー
を
地
方
都
市
、
こ
と
に
組
織
し
た
「
協

会
」
（
8
昌
目
目
自
；
鶉
）
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
協
会
」
に
お
い

て
進
行
し
て
い
た
の
は
、
「
教
会
」
聖
職
者
の
影
響
力
の
低
下
と
、
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富
裕
な
商
業
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
・
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
指
導
権
の
掌

握
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
集
団
を
実
質
的
に
主
導
し
た
「
協
会
」
の
指
導
層
は
、

時
と
と
も
に
「
世
俗
化
」
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
集
団
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
「
宗
教
化
」
へ
と
向
か
っ
た

の
は
、
こ
の
「
世
俗
化
」
が
自
ら
の
国
家
の
建
設
を
目
指
す
ナ
シ

ヨ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
当
時
急
速
に

台
頭
し
た
エ
ジ
プ
ト
・
ナ
シ
目
ナ
リ
ズ
ム
と
直
面
し
た
時
、
彼
ら

シ
リ
ア
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
エ
ジ
プ
ト
社
会
へ
の
同
化
と
い
う

方
向
で
は
な
く
、
ヨ
ー
回
ツ
パ
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
文
化
、
言

語
へ
の
帰
属
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

両
大
戦
間
期
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
人

　
こ
う
し
て
、
シ
リ
ア
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
西
欧
列
強
の
領
事
裁

判
権
の
庇
護
下
に
置
か
れ
る
第
三
国
人
の
道
を
選
ん
だ
が
、
西
欧

列
強
の
道
そ
の
も
の
を
歩
み
、
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
が
、

ギ
リ
シ
ア
人
社
会
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
一
八
三
〇
年
の
ギ
リ
シ
ア

独
立
後
の
一
八
五
四
年
に
は
、
領
事
裁
判
権
の
特
権
を
与
え
ら
れ
、

西
欧
列
強
の
仲
問
入
り
を
は
た
し
た
。
両
大
戦
間
期
に
は
人
口
お

よ
そ
一
五
万
人
、
エ
ジ
プ
ト
で
最
大
の
外
国
人
集
団
と
な
っ
た
。

彼
ら
の
主
た
る
経
済
活
動
の
場
は
、
綿
花
部
門
、
タ
バ
コ
製
造
、

製
造
工
業
、
食
料
雑
貨
商
で
あ
っ
た
。

　
し
・
か
し
、
そ
の
彼
ら
は
、
一
九
一
七
年
か
ら
二
二
年
に
加
け
て
、

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
・
ナ

シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
の
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
西
欧
列
強
と
し
て

享
受
し
て
き
た
エ
ジ
プ
ト
社
会
に
お
け
る
特
権
的
立
場
を
喪
失
す

る
危
機
に
立
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
人
社
会
は
こ
の
危

機
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。

　
政
治
的
に
は
、
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
．
と
い
う
エ
ス
ニ
ツ
ク
集
団
へ

の
忠
誠
心
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
れ
を
押
し
進
め
た
の
は
、
先
に
指

摘
し
た
シ
リ
ア
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
集
団
の
場
合
と
同
じ
く
、
「
教

会
」
の
権
威
を
退
け
て
地
方
単
位
に
集
団
メ
ン
バ
ー
を
組
織
し
た

「
協
会
」
（
8
∋
∋
昌
三
鶉
）
で
あ
う
た
。
「
協
会
」
は
慈
善
施
設
、

病
院
、
孤
児
院
そ
の
他
を
傘
下
に
収
め
、
ギ
リ
シ
ア
学
校
を
管
理

し
た
。
こ
う
し
た
施
設
と
学
校
は
、
と
も
に
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
意

識
（
9
①
呉
g
享
巨
q
）
を
再
生
産
し
て
い
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
要
素
の
強
調
は
、
集
団
メ
ン

バ
ー
問
で
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
へ
の
忠
誠
心

を
強
調
し
た
の
は
、
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
と
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
は
、
こ
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う
し
た
垂
直
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
絆
よ
り
は
、
水
平
的
な
階
級
関

係
の
方
が
重
要
で
あ
う
た
。
し
か
し
、
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
が
「
協

会
」
の
有
力
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

「
ギ
リ
シ
ア
人
」
と
い
う
エ
ス
ニ
ツ
ク
集
団
へ
の
忠
誠
心
を
強
調

す
る
政
治
選
択
が
な
さ
れ
た
の
は
、
当
時
の
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
と

い
う
時
代
の
思
潮
が
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
エ
ジ
プ
ト
人
あ
る
い
は
他

の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
人
と
の
協
調
を
困
難
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

二

近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
少
数
集
団

－
問
題
群
の
整
理
－

　
以
上
、
誠
に
簡
単
な
が
ら
、
キ
ト
ロ
エ
フ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
著

作
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
彼
ら
の
業
績
か
ら
、

近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
少
数
集
団
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
問
題

群
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

少
数
集
団
（
昌
巨
昌
μ
ξ
）
と
は

　
ま
ず
指
摘
す
べ
き
は
、
考
え
て
み
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
な
が

ら
、
少
数
集
団
は
多
数
集
団
（
目
旦
o
『
ξ
）
を
設
定
し
、
そ
れ

と
関
係
づ
け
ら
れ
る
な
か
で
初
め
て
定
義
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
少
数
集
団
研
究
の
な
か
で
、
ど
の

集
団
を
多
数
集
団
と
み
な
し
、
ど
の
集
団
を
少
数
集
団
と
み
な
す

か
は
、
研
究
対
象
に
対
す
る
研
究
者
の
ス
タ
ン
ス
に
よ
っ
て
決
定

づ
け
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
研
究
者
の
ス
タ
ン
ス
は
、
研
究
対
象
と
な
っ
た
少
数

集
団
の
さ
ら
な
る
分
節
化
を
も
た
ら
す
。
キ
ト
ロ
エ
フ
の
研
究
対

象
で
あ
る
ギ
リ
シ
ァ
人
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
研
究
対
象
で
あ
る
シ
リ

ア
人
は
、
異
な
る
二
つ
の
集
団
で
あ
る
か
に
み
え
な
が
ら
、
現
実

に
は
、
そ
の
一
部
は
重
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
当
時
の
エ
ジ
プ

ト
社
会
に
お
い
て
、
キ
ト
ロ
エ
フ
が
強
調
す
る
階
級
的
要
素
を
別

に
し
て
も
、
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
が
複
数
の
言
語
、
出
自
集
団

か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
は
自
明
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

宗
派
集
団
と
捉
え
れ
ぱ
単
な
る
一
つ
集
団
に
す
ぎ
な
い
（
ギ
リ
シ

ア
）
正
教
徒
が
、
キ
ト
ロ
ェ
フ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
間
題
設
定
の
な

か
で
、
言
語
、
あ
る
い
は
出
身
地
を
基
準
に
分
節
化
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
少
数
集
団
」
問
題
と
は

　
つ
ま
り
、
複
数
の
言
語
、
出
自
集
団
か
ら
構
成
さ
れ
る
集
団
を

（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
と
い
う
宗
派
で
く
く
り
、
一
つ
の
ま
と
ま

り
の
あ
る
集
団
と
み
な
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
歴
史
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的
背
景
、
根
拠
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
こ
う
し
た

歴
史
的
背
景
、
根
拠
か
ら
離
れ
て
、
言
語
、
あ
る
い
は
出
身
地
を

基
準
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
解
釈
し
直
そ
う
と
し
た
こ
と
に
、
こ

と
を
複
雑
に
す
る
そ
も
そ
も
の
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
の
責
任
を
キ
ト
ロ
エ
フ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
と

い
う
二
人
の
研
究
者
の
研
究
ス
タ
ン
ス
だ
げ
に
帰
す
な
ら
ば
、
そ

れ
は
酷
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
近
代
と
い
う
時
代

状
況
の
な
か
で
、
ほ
か
な
ら
ぬ
現
実
の
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
集

団
自
体
が
、
組
織
全
体
と
個
々
メ
ン
バ
ー
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
求
め
て
、
宗
教
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
問
を
揺
れ
動
い
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
キ
ト
ロ
エ
フ
と
フ
ィ
リ
ヅ

プ
の
著
作
に
お
い
て
と
も
に
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
、
宗
派
集

団
メ
ン
パ
ー
に
対
す
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
め
ぐ
る
「
教
会
」

（
O
巨
『
争
）
と
「
協
会
」
（
8
昌
昌
…
；
9
）
と
の
対
立
で
あ
る
。

　
こ
の
対
立
の
な
か
で
、
「
教
会
」
と
「
協
会
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、

宗
教
・
宗
派
を
単
位
と
す
る
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
ム
統
治
理
念
ー

キ
ト
ロ
ェ
フ
も
フ
ィ
リ
ッ
プ
も
「
ミ
ッ
ラ
（
昌
…
印
）
」
と
い
う
言

葉
に
言
及
し
て
い
る
－
と
、
民
族
（
①
；
邑
〇
一
貝
冨
巨
昌
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

単
位
と
す
る
近
代
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
治
理
念
を
代
表
し
て
い
る
。

そ
こ
で
せ
め
ぎ
合
ウ
て
い
る
の
は
、
決
し
て
「
オ
ク
シ
デ
ン
タ

ル
」
な
も
の
1
た
と
え
ば
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
ー
と

「
イ
ー
ス
タ
ン
」
な
も
の
　
　
た
と
え
ぱ
、
ギ
リ
シ
ア
語
を
話
す

（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
と
か
ギ
リ
シ
ア
・
カ
ト
リ
ッ
ク
ー
で
は

な
く
、
「
オ
ク
シ
デ
ン
タ
ル
」
な
も
の
と
「
オ
リ
ヱ
ン
タ
ル
」
な

も
の
－
た
と
え
ば
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
話
す
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教

徒
1
で
あ
る
。
近
代
と
い
う
時
代
状
況
の
な
か
で
は
、
「
イ
ー

ス
タ
ン
」
な
も
の
は
、
「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
」
な
も
の
を
前
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

「
オ
ク
シ
デ
ン
タ
ル
」
な
も
の
と
共
同
歩
調
を
と
る
。

　
そ
の
際
、
集
団
の
帰
属
単
位
が
宗
教
・
宗
派
的
な
も
の
か
ら
エ

ス
ニ
ヅ
ク
な
も
の
へ
と
変
わ
る
こ
と
目
体
杖
問
題
な
の
で
は
な
い

問
題
は
、
こ
の
変
化
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
的
な
政
治
の
磁
場
に
お

い
て
、
国
家
権
力
と
結
び
つ
い
た
形
で
展
開
す
る
こ
と
か
ら
生
じ

る
。
こ
う
し
て
、
一
八
三
〇
年
の
ギ
リ
シ
ア
独
立
や
エ
ジ
プ
ト
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
は
、
エ
ジ
プ
ト
社
会
に
お
け
る
（
ギ
リ

シ
ア
）
正
教
徒
た
ち
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。
か
く
て
、
エ

ジ
プ
ト
社
会
に
と
っ
て
少
数
集
団
問
題
と
は
、
こ
の
主
権
国
家
と

い
う
政
治
的
な
磁
場
に
お
い
て
発
生
し
た
、
き
わ
め
て
近
代
的
な

政
治
間
題
な
の
で
あ
る
。
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エ
ジ
プ
ト
社
会
へ
の
「
法
人
」
概
念
の
導
入

　
と
こ
ろ
で
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
イ
ス
ヲ
ム
法
に
そ
の
規
定
を

み
い
だ
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
法
人
」
の
概
念
を
、
前
近
代
の
エ

ジ
プ
ト
社
会
は
知
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
代
に
お
い
て
、

集
団
の
帰
属
単
位
が
宗
教
・
宗
派
的
な
も
の
か
ら
エ
ス
ニ
ッ
ク
な

も
の
へ
と
変
わ
る
過
程
で
こ
の
概
念
が
エ
ジ
プ
ト
社
会
に
導
入
さ

れ
、
そ
の
後
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぽ
し
た
。

　
こ
の
「
法
人
」
概
念
の
導
入
は
、
西
欧
列
強
が
エ
ジ
プ
ト
政
府

か
ら
キ
ャ
プ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
名
の
政
治
的
特
権
を
獲
得

す
る
過
程
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
キ
ャ
プ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
西
欧
列
強
と
結
ん
だ
、
在
留
外
国
人
に
生

命
・
財
産
の
安
全
、
治
外
法
権
（
領
事
裁
判
権
、
免
税
）
な
ど
の

保
証
を
認
め
る
国
際
的
条
約
で
あ
ウ
た
。

　
当
初
、
こ
の
キ
ャ
プ
チ
ュ
レ
ー
シ
目
ン
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が

相
手
国
に
与
え
る
恩
恵
的
な
特
権
授
与
の
性
格
が
強
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
一
八
世
紀
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
と
イ
ス
ラ
ム
世
界

と
の
間
の
勢
力
均
衡
が
前
者
の
優
位
の
も
と
に
崩
れ
る
と
、
西
欧

列
強
に
よ
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
侵
略
の
有
力
な
手
段
と
変
わ
っ
た
。

実
際
、
西
欧
列
強
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
干
渉
を
強
め
る
際
、

社
会
を
構
成
す
る
集
団
聞
に
亀
裂
を
も
た
ら
し
、
干
渉
を
容
易
に

す
る
た
め
、
橋
頭
握
と
し
て
帝
国
領
内
の
宗
教
な
ら
び
に
民
族
的

少
数
集
団
の
保
護
を
口
実
と
し
た
が
、
こ
の
政
策
の
遂
行
に
お
い

て
こ
の
国
際
的
条
約
を
最
大
限
に
利
用
し
た
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
キ
ャ
プ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
条
項
の
特
権
を
与
え

ら
れ
、
租
界
地
に
住
む
西
欧
列
強
の
在
留
外
国
人
は
、
自
国
の
法
、

つ
ま
り
領
事
裁
判
権
の
み
に
服
す
る
法
共
同
体
を
構
成
し
た
。
さ

ら
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
国
政
の
近
代
化
の
一
貫
と
し
て
、

非
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
宗
教
・
宗
派
集
団
に
対
し
て
も
、
そ
の
宗
教

法
に
基
づ
く
内
都
自
治
を
認
め
る
法
共
同
体
（
、
ミ
レ
ッ
ト
、
、
ミ
ッ

ラ
）
の
資
格
が
与
え
ら
れ
た
。

　
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
て
法
人
格
を
与
え
ら
れ
た

非
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
宗
教
・
宗
派
集
団
は
、
西
欧
列
強
の
エ
ジ
プ

ト
ヘ
の
干
渉
が
強
ま
る
な
か
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
要
素
を
介
し
て
一

部
は
そ
の
ま
ま
オ
ス
マ
ン
帝
国
臣
民
に
留
ま
り
、
一
部
は
西
欧
列

強
の
国
籍
を
取
得
し
、
彼
ら
の
領
事
裁
判
権
の
庇
護
下
に
置
か
れ

る
道
を
選
ぶ
な
ど
し
て
分
裂
し
て
い
っ
た
が
、
こ
う
し
た
分
裂
の

契
機
を
作
う
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
要
素
に
基
づ
く
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
形
成
に
積
極
的
で
あ
う
た
の
が
、
伝
統
的
な
「
教
会
」
権
威
に

対
抗
し
つ
つ
、
地
域
単
位
に
在
家
の
信
者
を
組
織
し
た
「
協
会
」

で
あ
づ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
協
会
」
こ
そ
、
当
時
に
あ
っ
て
、
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（
5
）

法
人
格
で
運
営
さ
れ
た
組
織
の
典
型
で
あ
っ
た
。

「
世
俗
化
」
概
念
を
め
ぐ
っ
て

　
こ
の
「
協
会
」
は
、
伝
統
的
な
「
教
会
」
権
威
を
排
し
、
商
業

ブ
ル
ジ
目
ワ
ジ
ー
を
中
心
と
し
た
、
集
団
メ
ン
バ
ー
の
富
裕
な
有

力
者
に
指
導
さ
れ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
「
世
俗

的
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
キ
リ
ス
ト
教
少
数
集

団
が
「
世
俗
的
」
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、

政
治
的
に
は
そ
れ
と
は
全
く
逆
に
、
宗
教
性
が
強
め
ら
れ
、
「
キ

リ
ス
ト
教
」
少
数
集
団
へ
の
忠
誠
心
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
は
、
先

に
み
た
通
り
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
「
協
会
」
主
導
の
も
と
で
、
少
数
集
団
は
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
お
い
て
「
宗
教
化
」
さ
れ
、
運
営
に
お
い
て
「
世
俗

化
」
し
た
の
で
あ
る
。
事
態
は
、
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
と
い
う
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
に
忠
誠
心
を
求
め
た
ギ
リ
シ
ア
人
集
団
に
お
い
て
も
同

じ
で
あ
っ
た
。
「
教
会
」
と
「
協
会
」
の
対
抗
は
、
二
項
対
立
的

に
設
定
さ
れ
た
「
宗
教
」
と
「
世
俗
」
の
対
抗
で
は
な
い
。

　
「
教
会
」
と
「
協
会
」
の
対
立
を
「
宗
教
」
と
「
世
俗
」
の
対

立
と
し
て
捉
え
る
見
方
に
は
、
「
教
会
」
と
「
協
会
」
が
そ
れ
ぞ

れ
「
宗
教
的
」
、
「
世
俗
的
」
権
威
を
背
景
に
し
て
い
る
と
い
う
前

提
が
あ
る
。
し
か
し
、
私
が
別
の
と
こ
ろ
で
強
調
し
た
こ
と
で
あ

る
が
、
「
教
会
」
や
非
イ
ス
ラ
ム
教
徒
集
団
を
も
そ
の
要
素
と
す

る
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
ム
統
治
シ
ス
テ
ム
は
、
あ
く
ま
で
も
「
現
世

的
」
な
政
治
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
「
宗
教
」
対
「
世
俗
」
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

項
対
立
的
な
枠
組
み
で
は
捉
え
き
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
「
教
会
」

と
「
協
会
」
の
対
抗
は
、
同
じ
く
「
現
世
的
」
な
イ
ス
ラ
ム
統

治
．
秩
序
シ
ス
テ
ム
と
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
的
な
統
治
・
秩
序
シ
ス
テ
ム

と
の
対
抗
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
一
見
す
る
と
、
「
宗
教
」
と
「
世

俗
」
の
対
立
と
い
う
形
で
現
象
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
こ
の
対
抗
が
現
象
す
る
ナ
シ
ヨ

ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
政
治
的
な
磁
場
が
、
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を

も
つ
こ
と
に
な
る
。
ナ
シ
目
ナ
リ
ズ
ム
は
「
ネ
イ
シ
目
ン
」
に
強

い
親
和
力
を
も
ち
、
「
ミ
ッ
ラ
」
に
敵
対
す
る
が
、
決
し
て
「
世

俗
的
」
な
も
の
だ
け
を
肯
定
し
、
す
べ
て
の
「
宗
教
的
」
な
も
の

を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
か
く
し
一
て
、
ギ
リ
シ
ア
正
「
教
会
」
と
ギ
リ
シ
ア
人
「
協
会
」

は
、
前
者
が
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
ム
統
治
理
念
に
立
っ
て
い
た
と
い

う
点
か
ら
、
後
者
は
商
業
ブ
ル
ジ
目
ワ
ジ
ー
を
中
心
と
し
た
富
裕

な
有
力
者
に
指
導
さ
れ
た
と
い
う
階
級
的
な
観
点
か
ら
、
と
も
に

エ
ジ
プ
ト
社
会
へ
の
同
化
を
頑
に
拒
否
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
社
会
が
ギ
リ
シ
ア
人

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
調
す
る
道
を
選
択
し
た
の
は
、
エ
ジ
プ

ト
・
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
が
ギ
リ
シ
ア
人
と
エ
ジ
プ
ト
人
と

の
問
の
協
調
を
困
難
な
も
の
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
「
近
代
化
」
を
め
ぐ
っ
て

　
以
上
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
の
近
代
史
を
単
純
に
、
国
家
、
杜
会
の

脱
宗
教
化
、
つ
ま
り
「
世
俗
化
」
の
過
程
と
捉
え
る
こ
と
が
い
－
か

に
一
面
的
な
歴
史
理
解
で
あ
る
か
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
確
か

に
、
「
ミ
ッ
ラ
」
的
な
も
の
か
ら
「
ネ
イ
シ
ヨ
ン
」
的
な
も
の
へ

と
い
う
宗
派
集
団
の
性
格
の
移
行
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

近
代
に
お
け
る
少
数
集
団
、
さ
ら
に
は
政
治
体
制
全
体
の
「
世
俗

化
」
を
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
す
で
に
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
法

人
」
概
念
の
導
入
と
い
う
組
織
原
理
の
レ
ベ
ル
で
の
「
世
俗
化
」

で
あ
り
、
こ
と
理
念
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
レ
ベ
ル
で
は
、
状
況
に

よ
っ
て
は
、
反
対
に
「
宗
教
化
」
を
強
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
組
織
に
関
し
て
の
み
な
ら
ず
、
個
人
の
レ

ベ
ル
に
つ
い
て
も
ま
な
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
法
人
」

的
組
織
の
な
か
で
日
々
の
生
活
を
送
る
こ
と
と
、
心
の
な
か
で
宗

教
に
回
帰
す
る
こ
と
と
は
矛
盾
し
な
い
。

　
と
同
時
に
、
「
世
俗
化
」
で
あ
れ
「
宗
教
化
」
で
あ
れ
、
当
時

み
ら
れ
た
現
象
を
、
多
数
集
団
（
冒
＆
o
『
ξ
）
か
ら
切
り
離
さ

れ
た
少
数
集
団
（
ヨ
ぎ
邑
耳
）
の
な
か
に
の
み
、
あ
る
い
は
そ

の
逆
に
、
少
数
集
団
を
無
視
し
て
多
数
集
団
の
な
か
に
の
み
み
る

な
ら
ば
、
そ
れ
も
ま
た
誤
り
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
集
団
の
組
織

原
理
の
「
世
俗
化
」
と
い
う
点
を
取
り
上
げ
て
み
る
に
、
こ
の
傾

向
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
少
数
集
団
の
み
な
ら
ず
、
多
数
集
団
で

あ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
社
会
に
も
み
ら
れ
た
。

　
一
八
七
二
年
の
ダ
ー
ル
・
ウ
ル
ー
ム
（
高
等
師
範
学
校
）
設
立

を
始
め
と
し
た
イ
ス
ラ
ム
教
育
改
革
、
一
九
二
八
年
に
結
成
さ
れ

た
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
に
代
表
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
民
衆
組
織
の
普
及

な
ど
、
伝
統
的
イ
ス
ラ
ム
学
の
権
威
、
ア
ズ
ハ
ル
を
相
対
化
す
る

動
き
は
、
「
世
俗
化
」
さ
れ
た
組
織
原
理
を
も
つ
機
関
に
よ
っ
て

担
わ
れ
た
。
慈
善
施
設
、
病
院
、
孤
児
院
、
学
校
、
報
道
手
段
な

ど
を
傘
下
に
収
め
、
教
会
の
権
威
を
退
け
つ
つ
、
地
方
単
位
に
集

団
メ
ン
バ
ー
を
組
織
し
た
キ
リ
ス
ト
．
教
少
数
集
団
の
「
協
会
」

（
8
昌
昌
＝
邑
幕
ω
）
は
、
組
織
原
理
に
関
し
て
、
ム
ス
リ
ム
同
胞

団
の
先
行
者
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
ア
フ
ガ
ー
二
1
（
一
八
三
八
／
九
－
九
七
）
、
ム
ハ
ン
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マ
ド
．
ア
ブ
ド
ゥ
（
一
八
四
九
－
一
九
〇
五
）
に
始
ま
る
と
さ
れ

る
イ
ス
ラ
ム
改
革
主
義
者
た
ち
が
、
布
教
、
宣
伝
活
動
に
お
い
て
、

新
聞
、
雑
誌
な
ど
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
有
効
に
使
っ
た
と
い
う

点
に
お
い
て
も
、
そ
の
先
行
形
態
を
キ
リ
ス
ト
教
少
数
集
団
の

「
協
会
」
活
動
の
な
・
か
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
も
っ
と
も
、
少
数
集
団
1
こ
こ
で
少
数
集
団
と
は
、
非
イ
ス

ラ
ム
宗
派
集
団
の
み
な
ら
ず
、
キ
ャ
プ
チ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
条
項
の

も
と
で
特
権
的
立
場
を
享
受
し
た
西
欧
列
強
の
外
国
人
居
留
民
を

も
意
味
す
る
1
の
「
世
俗
化
」
さ
れ
た
組
織
原
理
が
エ
ジ
プ
ト

社
会
に
与
え
た
影
響
は
、
こ
う
し
た
イ
ス
ラ
ム
関
係
制
度
・
機
関

に
限
ら
れ
ず
、
エ
ジ
プ
ト
国
政
の
根
幹
に
ま
で
及
ん
だ
。
そ
の
典

型
が
、
エ
ジ
プ
ト
行
政
へ
の
「
自
治
体
」
（
昌
；
巨
寝
；
く
、
ア

ラ
ビ
ア
語
で
冨
冒
昌
着
）
制
度
の
導
入
で
あ
る
。

　
本
来
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
に
お
い
て
は
、
イ
ス
ラ
ム
法
が
「
法

人
」
の
概
念
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
農
村
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
都
市
に
つ
い
て
で
さ
え
、
中
央
権
力
か
ら
独
立
し
、

独
自
の
予
算
を
も
ち
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
市
長
に
よ
っ
て

統
治
さ
れ
る
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
的
な
意
味
で
の
「
自
治
体
」
あ
る
い

は
「
自
治
区
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
の
な

か
に
は
、
こ
の
事
実
を
も
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
や
イ
ス
ラ
ム
都

市
が
「
菓
洋
的
」
「
前
近
代
的
」
性
格
を
も
つ
こ
と
の
証
と
す
る

者
も
い
た
。

　
こ
の
見
解
の
是
非
を
問
う
こ
と
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
こ
こ
で

確
認
す
べ
き
は
、
と
に
も
か
く
に
も
、
エ
ジ
プ
ト
で
最
初
の
「
自

治
体
」
が
成
立
し
た
の
は
一
八
九
〇
年
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
に
お
い
て
で
あ
ウ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ

で
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
と
は
、
実
質
的
に
は
、
西
欧
列
強
の
外

国
人
居
留
民
が
住
む
租
界
地
で
あ
う
た
。
こ
の
租
界
地
に
住
む
西

欧
列
強
の
外
国
人
居
留
民
の
権
利
と
生
活
を
守
る
行
政
、
そ
れ
が

「
自
治
体
」
な
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
そ
の
た
め
に
、
警
察
、

消
防
な
ど
「
近
代
的
」
な
生
活
の
た
め
の
サ
ー
ピ
ス
を
提
供
す
る

機
関
、
施
設
が
創
設
さ
れ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
「
自
治
区
」
は

そ
の
後
の
エ
ジ
プ
ト
行
政
に
お
け
る
「
自
治
体
」
の
モ
デ
ル
と
な

（
7
）

っ
た
。

　
（
1
）
関
連
文
献
は
多
い
。
そ
の
な
か
で
も
、
次
の
二
つ
を
参
照
の
こ

　
　
と
。
小
杉
泰
『
現
代
中
東
と
イ
ス
ラ
ー
ム
政
治
』
（
昭
和
堂
、
一
九

　
　
九
四
年
）
、
山
内
昌
之
編
『
「
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
」
と
は
何
か
』

　
　
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）

　
（
2
）
　
身
ユ
彗
O
『
乎
a
冥
と
は
、
通
常
、
ヤ
コ
ブ
派
と
呼
ぱ
れ
た

　
東
方
諸
教
会
派
の
一
つ
、
「
シ
リ
ア
正
教
徒
」
を
意
味
す
る
。
キ
ト
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ロ
エ
フ
が
こ
こ
で
定
義
す
る
「
ア
ラ
ビ
ア
語
を
話
す
（
ギ
リ
シ
ア
）

正
教
徒
」
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
指
摘
す
る
ま
で
も
な

　
い
な
が
ら
、
「
ギ
リ
シ
ア
」
正
教
徒
で
あ
れ
、
「
シ
リ
ア
」
正
教
徒
で

あ
れ
、
東
方
諸
教
会
派
の
正
教
徒
た
ち
を
「
ギ
リ
シ
ア
の
」
、
「
シ
リ

　
ア
の
」
な
ど
と
特
定
化
、
個
別
化
し
て
表
記
す
る
憤
例
は
、
カ
ト
リ

　
ッ
ク
教
会
派
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
正
教
徒
本
人
た
ち
は
、

　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
派
に
よ
っ
て
異
端
と
み
な
さ
れ
よ
う
が
み
な
さ
れ

ま
い
が
、
自
分
た
ち
を
「
正
教
徒
」
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と

　
え
ぱ
「
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
」
に
つ
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
を
と
ウ
て
、
た

　
だ
単
に
「
正
教
徒
」
と
す
れ
ぱ
よ
い
の
で
あ
る
が
、
他
の
教
会
派
の

「
正
教
徒
」
と
の
区
別
の
た
め
に
、
ま
た
そ
う
す
れ
ぱ
、
「
ギ
リ
シ
ア

正
教
徒
」
か
ら
分
離
し
た
統
一
教
会
派
の
「
ギ
リ
シ
ア
・
カ
ト
リ
ッ

　
ク
」
の
表
記
が
「
カ
ト
リ
ッ
ク
」
だ
け
に
な
ウ
て
し
ま
い
、
混
乱
を

招
く
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
こ
の
宗
派
を
表
記
す

　
る
の
に
、
少
々
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
「
（
ギ
リ
シ
ア
）
正
教
徒
」
と
表

記
す
る
。

（
3
）
　
以
下
は
、
宗
教
・
宗
派
（
昌
…
φ
）
的
な
も
の
と
民
族
（
o
；
芋

　
〇
一
ぎ
畠
ζ
昌
）
的
な
も
の
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
な
か
で
、
エ
ジ
プ

　
ト
社
会
で
の
も
う
一
つ
の
少
数
宗
教
集
団
、
つ
ま
り
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を

　
分
析
し
た
著
作
で
あ
る
。
ρ
穴
註
昌
員
§
s
膏
き
§
一
き
－
－
g

き
ぎ
s
～
嘗
雨
さ
軋
§
ぎ
㌧
§
、
§
－
§
午
』
凄
～
○
言
o
匡
螂
『
冨
孝

　
○
ミ
算
N
二
㊤
o
0
N
．

（
4
）
　
「
イ
ー
ス
タ
ン
」
の
視
点
を
分
節
化
し
て
可
能
と
な
る
「
オ
リ

　
エ
ン
タ
ル
」
の
視
点
は
、
中
東
研
究
の
文
脈
で
は
、
中
東
と
い
う

　
「
地
域
」
に
分
析
視
点
を
定
め
る
こ
と
に
よ
O
て
初
め
て
獲
得
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。
「
オ
ク
シ
デ
ン
タ
ル
」
の
視
点
か
ら
み
た
時
、
い

か
に
東
方
諸
教
会
派
の
名
称
に
関
し
て
混
乱
が
生
じ
る
か
に
つ
い
て

は
、
註
（
2
）
を
参
照
の
こ
と
。
中
東
教
会
協
議
会
編
『
中
東
キ
リ

　
ス
ト
教
の
歴
史
』
（
村
山
盛
忠
他
訳
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一

九
九
三
年
）
は
、
小
冊
子
な
が
ら
、
中
東
か
ら
み
た
場
合
、
キ
リ
ス

　
ト
教
諸
会
派
は
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
か
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
示
し

　
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
中
東
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
会
派
が
、
「
オ
リ

　
エ
ン
タ
ル
・
オ
ー
ソ
ド
ソ
ク
ス
」
「
イ
ー
ス
タ
ン
・
オ
ー
ソ
ド
ヅ
ク

　
ス
」
「
東
方
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
」
「
プ
目
テ
ス
タ
ン
ト
」
の
四
分
類
の

　
な
か
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
問
題
を
ユ
ダ
ヤ
教
徒
社
会

　
の
な
か
に
追
求
し
た
の
が
、
以
下
の
文
献
で
あ
る
。
臼
杵
陽
「
イ
ス

　
ラ
ー
ム
と
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
は
ざ
ま
ー
ミ
ズ
ラ
ヒ
ー
ム
（
東
洋
系
ユ

、
ダ
ヤ
人
）
論
序
説
」
（
『
現
代
思
想
』
二
二
巻
八
号
、
一
九
九
四
年
）

（
5
）
　
二
二
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
社
会
に
お
い
て
、
と
も
に
「
法
人
格
」

　
を
与
え
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
都
市
共
同
体
と
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体

　
と
の
間
の
近
親
性
、
そ
し
て
こ
う
し
た
「
法
人
」
概
念
の
普
及
に
と

　
も
な
う
中
世
的
世
界
の
亀
裂
と
少
数
集
団
へ
の
差
別
の
発
生
を
論
じ

　
た
以
下
の
文
献
は
、
近
代
エ
ジ
プ
ト
社
会
に
お
け
る
少
数
集
団
を
分

析
す
る
際
に
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
エ
リ
ー
・
ケ
ド
ゥ

　
リ
ー
編
『
ス
ペ
イ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
－
一
四
九
二
年
の
追
放
と
そ
の

　
後
』
（
関
哲
行
他
訳
、
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
）

（
6
）
　
加
藤
博
『
文
明
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ム
ー
多
元
的
社
会
叙
述
の

　
試
み
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
第
四
章
「
権
力
」

（
7
）
　
エ
ジ
プ
ト
社
会
へ
の
「
自
治
体
」
（
ヨ
…
一
〇
冒
昌
ξ
、
ア
ラ
ピ

　
ア
語
で
霊
5
昌
着
）
の
導
入
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
研
究
と
し
て
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は
、
以
下
の
文
献
が
あ
る
。
ρ
霊
①
■
．
．
↓
ぎ
零
o
q
ま
邑
自
鵯
o
H
ζ
目
－

邑
o
号
巴
o
o
き
；
昌
雪
一
．
．
二
自
ω
ミ
き
婁
ぎ
き
雨
旨
q
ミ
曽
亀
o
Q

♀
き
＆
雨
§
雲
H
↓
す
o
o
邑
≦
o
｝
o
巨
o
｝
胴
o
、
冨
窒
し
o
竃
一
ま

た
、
次
の
文
献
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
「
自
治
体
」
関
係
法
令
、

規
則
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
…
昌
巨
寝
一
ま
｛
、
≧
巽
彗
亭
亘

卜
o
茸
§
§
爬
員
s
ミ
心
慰
㎞
ミ
爵
－
雨
§
§
δ
｝
ミ
“
ミ
窒
§
こ
s
き
ミ
o
章

ミ
き
』
s
膏
§
邑
ユ
雨
－
竈
㌣
－
§
s
≧
巽
昌
穿
一
9
－
竃
9
く
目
巨
o
す

竺
蒜
o
．
≧
實
彗
o
ユ
①
一
ト
o
茸
§
§
“
“
μ
8
ミ
芯
餉
ミ
註
的
膏
§
§
訪

ぎ
慰
ミ
｝
竃
ミ
ざ
き
邑
喜
O
ミ
“
、
S
－
§
S
ミ
良
辻
雨
－
亀
㌣
』
§
一
≧
O
－

曽
巨
ユ
〇
二
〇
蓬
1
－
巴
ぎ
員
o
印
＝
ω
ぎ
自
3
饒
さ
一
§
亀
§
亀
ざ
｝
8
－
■

§
§
百
s
§
ε
s
－
㌣
s
§
b
§
キ
ミ
ー
ミ
曾
s
s
宇
－
－
§
き
註
｝
s
s
－
こ
s
s
藺
§

S
ミ
β
ミ
ざ
ぎ
｛
§
§
ミ
S
㌣
｝
8
ざ
、
ミ
P
O
巴
H
9
－
岨
〇
一

　
本
稿
は
、
平
成
六
・
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
国
際

学
術
調
査
「
地
中
海
世
界
沿
岸
都
市
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
集

団
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
研
究
代
表
者
、
竹
内
啓
一
、
課
題
番
号
〇

六
〇
四
一
〇
四
〇
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）

（129）近代エジプトにおけるギリシァ人とシリァ人
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